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十
日
町
市
地
域
防
災
計
画

公
共
機
関
相
互
の
連
絡
を
密
に

　
防
災
行
政
に
万
全
を
期
す
た
め
の

防
災
会
議
が
、
去
月
市
役
所
で
開
か

れ
＋
日
町
市
地
域
防
災
計
画
な
ど
に

つ
い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

同
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
本
市

に
お
い
て
防
災
上
必
要
な
諸
政
策
の

基
本
を
過
去
の
経
験
に
照
ら
し
定
め

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
人
為
的
な
原

因
に
よ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

消
防
法
等
に
よ
り
一
応
の
防
災
体
制

が
整
備
さ
れ
、
一
貫
的
な
対
策
が
と

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
の

防
災
体
制
を
見
る
と
、
市
内
の
公
共

機
関
等
相
互
の
連
絡
が
十
分
で
な
い

た
め

ω
災
害
予
防
を
重
点
と
し
、
計
画
の

　
実
施
に
当
り
公
共
機
関
相
互
の
連

　
絡
を
密
に
す
る
よ
う
．

ω
新
潟
県
地
域
防
災
計
画
及
び
、
各

　
関
係
機
関
の
防
災
計
画
に
触
れ
な

　
い
よ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
の
各
機
関
の
処
理

す
ぺ
き
事
務
ま
た
は
業
務
の
主
な
内

容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

　
十
日
町
市

・
市
域
内
の
災
害
及
び
そ
の
応
急
対

　
策
の
実
施

・
火
災
警
報
の
伝
達
及
び
発
令
、
解

　
除・

指
定
地
方
行
政
機
関
、
並
び
に
公

防
災
体
制
を
整
え
る

共
機
関
に
対
す
る
援
助
及
び
総
合

調
整
な
ど

新
潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所

・
災
害
時
に
お
け
る
応
急
食
糧
の
緊

急
引
渡
し
、
応
急
米
穀
の
緊
急
売

却
及
び
配
給

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

・
災
害
時
に
お
け
る
産
業
安
全

建
設
省
長
岡
工
事
々
務
所
十
日

町
出
張
所

・
信
濃
川
河
川
改
修
．
維
持
修
繕
及

び
災
害
復
旧
な
ど
p

十
日
町
財
務
薯
務
肋

・
県
防
災
本
部
と
の
連
絡
確
保

十
日
町
土
木
事
務
所

・
国
県
道
の
交
通
確
保

・
信
濃
川
洪
水
予
報
伝
達

・
水
防
警
報
の
伝
達
及
び
発
令
、
解

除十
日
町
保
健
所

・
災
害
時
に
お
け
る
保
健
、
衛
生
医

療
の
確
保

県
立
十
日
町
病
院

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
の
確
保
、

及
び
医
療
救
護

十
日
町
警
察
署

・
市
長
に
か
わ
る
避
難
の
た
め
の
立

退
き
指
示

・
避
難
時
の
誘
導
．
残
留
（
孤
立
）

者
の
救
出
、
負
傷
者
の
救
護
等

・
一
般
車
輌
の
交
通
禁
止
．
制
限
等

緊
急
輸
送
確
保
の
た
め
の
交
通
規

制・
検
門
所
設
置
等
に
よ
る
交
通
の
指

導
取
締
り

・
災
害
地
域
の
警
戒
、
被
災
住
民
の

財
産
及
び
復
旧
資
材
等
の
警
戒
警

備・
民
心
安
定
の
た
め
の
防
犯
警
備
、

物
価
取
締
り
、
治
安
情
報
の
収
集

な
ど

十
日
町
駅

・
災
害
時
に
お
け
る
鉄
道
に
よ
る
緊

急
輸
送
の
確
保

十
日
町
電
報
電
話
局

・
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
通
話
の
確

保
な
ど

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

・
災
害
時
に
お
け
る
電
力
供
給
の
確

保
な
ど

日
通
小
千
谷
支
店
十
日
町
営
業
所

・
災
害
時
に
お
け
る
陸
路
に
よ
る
緊

急
輸
送
の
確
保

十
日
町
運
送
株
式
会
祉

・
右
に
同
じ

越
後
交
通
皿
＋
日
町
営
業
所

・
右
に
同
じ

十
日
町
商
工
会
議
所
（
給
食
セ
ン

タ
ー
含
む
）

・
災
害
時
に
お
け
る
物
価
安
定
に
つ

い
て
の
協
力
、
徹
底

・
救
助
用
物
資
、
復
旧
資
材
の
確
保

に
つ
い
て
の
協
力
、
斡
旋

・
災
害
時
に
お
け
る
炊
出
し
賄
い

十
日
町
市
農
業
協
同
組
合

・
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
物
資
の
調

達
及
び
救
助
用
物
資
、
資
材
の
確

保
斡
旋

そ
の
他
医
療
機
関

・
災
害
時
に
お
け
る
収
容
患
者
に
対

す
る
医
療
の
確
保

・
災
害
時
に
お
け
る
負
傷
者
等
の
医

療
救
護

そ
の
他
運
輸
事
業
者

・
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
の
確

保
消
防
団
施
設
拡
充

資
金
募
集

特
別
興
業
大
相
撲

と
　
き
　
八
月
六
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
七
時
開
場

市
営
プ
ー
ル
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
十
一

日
ま
で

騰
塩
欝
蘇
講
購

　
　
人
一
回
三
十
円
、
高
校
生
二
十
円
、

懸
中
学
生
以
下
＋
円
で
す
が
、
酒
気
を

　
　
お
び
て
い
る
人
、
伝
染
病
疾
患
者
、

購
保
護
者
の
い
な
い
小
学
生
以
下
の
こ

　
　
ど
も
は
お
断
わ
り
し
ま
す
。
な
お
昨

　
，
年
の
入
場
者
は
、
大
人
一
万
七
千
八

　
　
百
七
十
三
人
、
高
校
生
四
千
九
百
六

　
　
十
九
人
、
中
学
生
以
下
九
千
九
百
二

　
　
十
五
人
の
計
三
万
二
千
七
百
六
十
七

　
　
人
で
し
た
．

入
場
料

場
　
所

1
般
席
　
A
　
千
円

　
　
　
　
B
　
五
百
円

高
、
中
学
生
　
二
百
円

小
学
生
　
　
　
百
円

十
日
町
中
学
校
グ
ラ
ソ
ド

十
日
町
高
田
郵

便
局
が
開
局

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
を
は
か
る

た
め
、
七
月
一
日
か
ら
十
日
町
病
院

前
に
無
集
配
郵
便
局
が
新
設
さ
れ
、

業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
業
務
は
郵
便
（
切
手
　
書
留
、
小

包
等
）
貯
金
．
振
替
－
保
険
の
窓
口

事
務
一
切
を
取
扱
っ
て
お
り
、
ま
た

貯
金
通
帳
は
ど
こ
の
郵
便
局
の
も
の

で
も
預
入
、
払
戻
し
が
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
利
用
く
だ

さ
い
9寄

付

　
市
内
、
高
田
町
一
、
関
口
順
一
郎

さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
亡
父
の
香
典
返
し

に
五
万
円
を
消
防
庁
舎
増
築
資
金
と

し
て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．

　
市
内
下
条
中
央
通
り
、
山
口
誠
二

さ
ん
は
父
孝
一
氏
の
香
典
返
し
と
し

て
、
金
五
万
円
也
を
社
会
福
祉
事
業

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

、
萎
藤
灘
薩
撚

　
　
十
日
町
家
庭
教
育

皿
…
　
学
級

…
…
七
月
十
六
日
　
七
時
三
十
分
～
九
時

　
　
　
　
　
三
十
分

講
師
幼
児
腿
谷
村
信
竹
（
新
大

　
　
　
　
教
授
）

　
　
　
　
小
学
生
．
中
学
生
“
柄
沢

　
　
　
　
栄
失
（
十
日
町
小
学
校

　
　
　
　
長
）

料
理
教
室

七
月
二
十
日
　
午
後
一
時
≧
四
時

講
師
県
栄
養
士

　
　
　
　
食
事
の
献
立
（
夕
食
）

材
料
費
　
二
百
円

手
芸
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
日
目
）

七
月
二
十
二
日
　
夜
七
時
～
九
時

　
　
　
　
ゆ
か
た
に
合
う
軽
い
帯
の

　
　
　
　
作
り
方

分
舘
教
室

一
”
七
月
三
十
日
　
（
大
池
、
菅
沼
、
津

　
　
　
　
　
池
）

　
　
題
　
　
映
画
と
民
謡

　
七
月
三
十
一
日
　
　
（
軽
沢
）

　
　
題
　
　
映
画
と
民
謡

投
票
率
八
六
・
二
四
％

参
院
選
県
下
で
三
番
目

公告

　
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
は

県
下
で
八
○
・
二
五
％
と
前
回
（
四

十
年
七
月
）
七
三
・
五
二
％
を
は
る

か
に
上
回
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
は
八
六
・
二
四
％
で

二
十
市
で
三
番
目
と
い
う
好
成
績
で

し
た
．
開
票
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

（
地
方
区
の
み
）

▽
当
日
有
権
者
三
一
、
七
二
〇
（
男

　　　　　　　 　

％八投無有○投八一）
．
票 効効三票）四
　ゴ率投投八数　

’

　＿　票票’二　七
夷粂数数塾杢
女三一美髪麦

　八四”三四　一
　写％9≡工舅　プミ
　　　　の　　 ノペ

　四男九五）；　九
　二八　　　　ズ　 五

十
日
町
市
職

員
募
集

一
、
募
集
区
分

ω
一
般
事
務
職
員

　
　
大
学
卒
　
　
一
名

　
　
高
校
卒
　
　
二
名

　
（
調
査
、
対
外
折
衝
等
で
女
子
を

　
あ
て
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
務

　
の
補
助
）

②
技
術
職
員

　
　
土
木
技
術
　
高
校
卒
　
一
名

　
　
電
気
技
術
　
高
校
卒
　
一
名

ω
タ
イ
ビ
ス
ト

　
検
定
三
級
合
格
以
上
一
～
二
名

ω
応
募
資
格

　
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

　
る
大
学
卒
業
者
及
び
高
等
学
校
卒

　
業
者
（
昭
和
四
十
四
年
三
丹
卒
業

　
見
込
み
の
者
を
含
む
）

二
、
試
験
方
法

ω
第
一
次
試
験

　
教
養
試
験
を
次
の
科
目
か
ら
出
題

　
し
．
筆
記
試
験
を
行
な
い
ま
す
．

　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
。

　
タ
イ
ピ
ス
ト
に
つ
い
て
は
国
語
．

　
社
会
及
び
実
技
と
す
る
。

②
第
二
次
試
験

　
第
一
次
合
格
者
に
対
し
、
口
述
試

　
験
並
び
に
身
体
検
査
を
行
な
い
ま

　
す
。

　
ω
口
述
試
験
は
主
と
し
て
人
物
に

　
　
っ
い
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
．

　
＠
身
体
検
査
は
職
務
遂
行
に
必
要

　
　
な
建
康
度
を
有
す
る
か
ど
う
か

　
　
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

③
身
上
調
査

　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
受

　
験
資
格
の
有
無
申
込
書
記
載
事
項

　
の
真
否
、
そ
の
他
に
つ
い
て
調
査

　
し
ま
す
．

三
、
試
験
期
臼

ω
第
一
次
試
験

　
昭
和
四
十
三
年
八
月
十
一
日
（
日
）

　
　
十
日
町
市
役
所

②
第
二
次
試
験

　
昭
和
四
十
三
年
八
月
下
旬

　
詳
細
は
本
人
に
別
途
通
知
し
ま
す

四
、
発
表

ω
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
四
十
三
年
八
月
中
旬
に
決
定
し
、

　
第
二
次
試
験
通
知
を
本
人
に
送
付

　
し
ま
す
。

図
第
二
次
試
験
終
了
後
、
身
上
調
査

　
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
合
格
者

　
を
決
定
し
、
九
月
中
に
発
表
し
、

　
市
役
所
前
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格

　
者
に
通
知
し
ま
す
。

五
．
合
格
か
ら
採
用
ま
で

ω
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
採
用
さ
れ

　
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

　
お
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
受
験
資
格

　
で
、
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

　
卒
業
資
格
を
取
得
し
た
者
に
限
り

　
採
用
さ
れ
ま
す
．
た
だ
し
タ
イ
ピ

　
ス
ト
に
つ
い
て
は
昭
和
四
＋
三
年

　
九
月
か
ら
採
用
の
予
定
。

ω
給
与
に
つ
い
て
は
、
初
任
給
が
大

　
学
卒
月
額
二
万
三
千
九
百
円
　
高

　
校
卒
月
額
一
万
八
千
四
百
円
が
支

　
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
給
与
支

置i3i

　
給
条
例
に
基
づ
き
通
勤
手
当
、
扶

　
養
手
当
、
期
末
勤
勉
手
当
、
寒
冷

　
地
手
当
が
該
当
者
に
支
給
さ
れ
ま

　
ず
〇

六
、
受
験
手
続

　
受
験
申
込
書
（
市
役
所
市
長
室
に

　
あ
り
ま
す
）
に
次
の
書
類
を
添
え

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は

　
十
日
町
市
役
所
市
長
室
に
お
申
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
ω
履
歴
書
（
本
人
の
写
真
貼
付
）

　
㈲
身
上
調
書

　
⑮
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
、
並

　
　
び
に
資
格
を
証
す
る
書
面

七
．
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
三
年
七
月
幸
五
日
か
ら

　
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
平
日
は
午

　
前
八
時
三
＋
分
か
ら
午
後
五
時
ま

　
で
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分

　
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
受
付

　
し
ま
す
．

八
、
こ
の
募
集
要
綱
に
つ
い
て
不
明

　
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
所
市
一

　
長
室
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

手
芸
教
室

八
月
三
日
（
一
日
目
）
、
八
月
十
九

日
（
二
日
目
）
　
夜
七
時
≧
九
時

　
　
　
　
秋
冬
も
の
婦
人
カ
ー
デ
ー

　
　
　
　
ガ
ン
の
か
ぎ
編
み

　
十
日
町
家
庭
教
育

　
学
級

　
　
（
幼
児
．
小
学
生
、
中
学
生
）

八
月
六
日
、
八
月
二
十
日

急
行
「
う
お
の
」
単

独
運
転

　
　
長
鉄
局
飯
山
線
関
係
夏
の
増
発
列

　
車
が
つ
ぎ
の
と
お
り
発
表
さ
れ
ま
し

　
た
。

　
　
今
ま
で
の
六
時
十
日
町
始
発
長
野

　
行
き
を
八
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま

　
で
五
時
二
十
五
分
越
後
川
口
始
発
に

　
切
替
え
た
ほ
か
、
新
潟
ー
長
岡
間

　
「
よ
ね
や
ま
」
併
結
の
急
行
「
う
お

一
．
の
」
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
日

罷
ま
で
単
独
運
転
と
し
ま
し
た
。

齢属r

一312
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つ
ゆ
明
け
に
多
い
大
雨

家
の
ま
わ

　
七
月
の
気
象
災
害
は
、
梅
雨
末
期

に
よ
く
み
ら
れ
る
局
地
的
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
が
あ
り
ま
す
。

　
梅
雨
が
明
け
る
の
は
、
一
般
に
本

州
付
近
を
東
西
に
走
っ
て
い
る
梅
雨

前
線
が
、
し
だ
い
に
北
上
し
て
、
そ

の
あ
と
に
北
太
平
洋
高
気
圧
の
張
り

だ
し
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
が

普
通
で
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
梅
雨
前

り

の
点
検
を

線
が
北
上
す
る
と
き
に
、
こ
の
前
線

上
に
、
低
気
圧
な
ど
擾
乱
が
発
生
す

る
と
．
局
地
的
な
豪
雨
を
も
た
ら
し

ま
す
．
梅
雨
の
初
期
に
は
、
豪
雨
は

西
日
本
に
多
く
発
生
し
ま
す
が
、
梅

雨
末
期
と
も
な
る
と
北
日
本
に
ま
で

も
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
数
年
の
経
過
と
し
て
沼
和
四

十
年
七
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
の
三

日
間
に
わ
た
っ
て

秋
田
県
南
部
か
ら

山
形
県
を
へ
て
、

新
潟
県
の
中
部
に

か
け
二
百
㍉
以
上

の
豪
雨
が
あ
り
ま

し
た
。
と
く
に
新

潟
県
東
方
の
二
王

子
岳
五
百
四
＋
三

㍉
に
達
し
、
山

形
県
北
部
の
鳥
海

山
、
黒
瀬
地
方
で

七
百
㍉
を
越
す
集

中
豪
雨
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の

影
響
で
、
新
潟
、

秋
田
、
山
形
の
各

県
お
よ
び
福
島
県

で
は
、
死
者
、
行

方
不
明
合
わ
せ
て

三
人
、
そ
の
ほ
か

北
陸
地
方
三
カ
月
予
報
（
用
端
）

l
I
新
潟
地
方
気
象
台
発
表

　
全
般
概
況

　
梅
雨
前
線
は
七
月
中
旬
ご
ろ
ま
で

日
本
付
近
に
停
滞
す
る
見
込
み
で
、

こ
の
期
間
は
大
雨
の
降
る
所
が
あ
り

ま
し
ょ
う
．

　
七
月
下
旬
か
ら
夏
型
の
天
気
に
向

い
ま
す
が
、
九
月
は
気
温
が
時
々
低

め
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
七
月
概
況

　
中
旬
ご
ろ
ま
で
つ
ゆ
型
の
気
圧
配

置
が
現
わ
れ
、
前
線
の
活
動
が
活
発

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
雨
量
は
多
い

で
し
ょ
う
。
下
旬
か
ら
夏
型
の
天
気

に
向
い
ま
し
ょ
う
。

　
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
低

め
、
降
水
量
は
多
め
ま
た
日
照
は
多

少
少
な
め
の
見
込
み
で
す
。

　
八
月
概
況

　
夏
型
の
天
気
が
多
い
見
込
み
で

す
。
台
風
は
二
、
三
個
本
土
に
接
近

ま
た
は
上
陸
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

ょ
う
。
月
の
平
均
気
温
は
高
め
、
ま

た
降
水
量
は
臼
照
は
平
年
並
み
で
す

　
九
月
概
況

　
月
は
じ
め
は
暑
さ
の
残
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
北
高
型
の

気
圧
配
置
と
な
り
、
気
温
は
時
々
低

め
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
月
の
平
均
気

温
は
低
め
、
降
水
量
と
日
照
は
平
年

並
み
の
見
込
み
で
す
。

家
屋
の
浸
水
や
耕
地
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
．
昨
年
は
「
四
十
二

年
七
月
豪
雨
」
が
あ
り
、
大
き
な
災

害
が
あ
り
ま
し
た
。
七
月
七
日
か
ら

十
日
に
か
け
て
．
梅
雨
前
線
と
台
風

七
号
く
ず
れ
の
弱
い
熱
帯
低
気
圧
の

影
響
で
、
西
日
本
を
中
心
に
大
雨
が

降
り
、
ガ
ケ
く
ず
れ
や
地
す
べ
り
な

ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
、
七
月
の
前
半
に
は
、

梅
雨
前
線
が
や
や
北
上
し
、
日
本
を

東
西
に
横
断
し
て
変
勤
す
る
た
め
天

気
は
安
定
せ
ず
、
西
日
本
や
日
本
海

側
で
は
集
中
豪
雨
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
や

注
意
報
、
警
報
に
注
意
し
て
対
処
し

て
く
だ
さ
い
。

　
集
中
豪
雨
に
備
え
て

ー。

家
の
周
囲
の
水
は
け
を
よ
く
し
、

　
屋
根
の
点
検
を
す
る
。

2。

宅
地
の
低
㌧
と
こ
ろ
で
は
、
あ
ら

　
か
じ
め
浸
水
に
備
え
て
家
財
な
ど

　
は
高
い
場
所
に
移
し
て
お
く
。

翫
宅
地
内
で
の
ガ
ケ
崩
れ
の
お
そ
れ

　
が
あ
る
箇
所
に
は
、
充
分
土
ど
め

　
を
し
て
お
く
．

4
非
常
の
場
合
に
備
え
て
活
動
し
や

　
す
い
雨
具
を
準
備
し
電
灯
、
ロ
ー

　
ソ
ク
な
ど
一
定
の
場
所
に
と
り
ま

　
と
め
て
お
く
。

三
百
七
十
外
b
を
空
中
散
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
一
、
二
、

　
市
農
薬
空
中
散
布
協
議
会
に
ょ
る

農
薬
空
中
散
布
が
こ
と
し
も
八
月

一
、
二
、
三
の
三
日
間
行
な
わ
れ
ま

す
。　

散
布
区
域
は
中
条
（
下
島
）
、
水

沢
地
区
（
伊
達
．
黒
沢
、
土
市
）
の

三
百
七
†
五
・
七
珍
に
わ
た
っ
て
散

布
さ
れ
ま
す
が
、
使
わ
れ
る
農
薬
は

カ
ス
ミ
ン
B
H
C
で
十
ア
ー
ル
当
り

二
㌔
4
で
、
穂
首
い
も
ち
を
防
除
し

ま
す
。

　
こ
と
し
の
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
は
東
北

産
業
巡
の
も
の
で
け
い
留
基
地
は
、

城
ケ
丘
グ
ラ
ン
ド
、
作
業
基
地
は
水

沢
小
学
校
及
ぴ
信
濃
川
堤
防
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
空
中
散
布
は

午
前
四
時
こ
ろ
か
ら
八
時
こ
ろ
ま
で

で
す
が
、
三
セ
五
層
の
低
空
を
飛
ん

で
い
ま
す
の
で
、
一
般
の
見
学
者
は

近
よ
ら
な
い
よ
う
　
ま
た
作
業
の
じ

ま
や
に
な
ら
な
い
よ
う
．
こ
協
力
く
だ

さ
い
。

は
か
り
の
検
査

　
は
か
り
の
検
査
を
次
の
と
お
り
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
は
か
り
を
お
持

ち
の
方
は
か
な
ら
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
日
時

　
昭
和
四
十
三
年
七
月
二
十
五
日
～

　
七
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時
塗
午

　
後
四
時

・
場
所

三
日

十
日
町
市
体
育
舘

・
定
期
検
査
を
受
け
る
計
量
器

取
引
（
売
買
）
ま
た
は
証
明
用
に

使
用
し
て
い
る
は
か
り
、
商
店
、

露
天
商
、
運
送
業
、
工
場
、
事
業

所
、
農
協
等
で
使
用
し
て
い
る
は

か
り

学
校
、
病
院
等
f
使
用
し
て
い
る

体
重
計
は
か
な
ら
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い

・
定
期
検
査
を
受
け
な
く
と
も
よ
い

は
か
り

学
校
の
教
材
用
は
か
り
、
農
家
の

供
米
用
試
し
は
か
り
、
日
通
、
国

鉄
　
郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る

　
は
か
り

▽
七
月
二
十
五
日
u
本
町
一
丁
目
上

下
、
本
町
東
西
一
丁
日
、
本
町
二
丁

目
、
本
町
三
丁
目
、
宮
下
東
西
、
諏

訪
町
、
神
明
町
、
水
野
町
、
若
宮
町

学
校
町
、
田
川
町
、
川
原
町
、
田
中

町
東
西
、
田
中
町
本
通
り

▽
七
月
二
十
六
日
H
袋
町
東
西
中
、

西
寺
町
、
泉
町
、
栄
町
、
昭
和
町
｝

二
　
三
、
四
丁
目
、
七
軒
町
、
本
町

四
、
五
丁
目
、
西
浦
町
東
西
、
高
田

町
一
、
二
、
三
丁
目
関
口
樋
口
町

優
良
従
業
員
ゼ

ミ
ナ
ー
ル

　
去
る
四
日
野
沢
温
泉
村
で
市
内
各

事
業
所
従
業
員
百
四
＋
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
、
睦
織
物
の
上
村
千
代
松

さ
ん
ほ
か
四
十
七
人
が
優
良
従
業
員

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
○
（
高
木
収
入
役

か
ら
表
彰
力
・
受
け
る
優
良
従
挙
員
）

田
町
、
駅
通
り
、
旭
町
、
春
日
町
、

稲
荷
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
、
八

幡
田
町
、
嵩
、
江
道
、
猿
倉
、
津
池

軽
沢
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉

加
賀
糸
屋
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

▽
七
月
二
十
七
日
u
丸
山
町
、
千
代
麗

20

周
年
を
迎
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
場
合
は
ご
相
談
を

　
詐
欺
　
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
．
ど

う
も
な
っ
と
く
で
き
な
い
。
こ
ん
な

不
満
を
も
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ

ん
か
。
そ
う
い
う
か
た
は
そ
の
ま
」

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
だ
れ
で
も
審

査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
立
て
に
は
費
用
は
い
り
ま
せ

ん
。
申
立
て
の
手
続
ぎ
に
つ
い
て
は

検
察
審
査
会
の
事
務
局
（
長
岡
市
神

明
町
九
九
八
ノ
ニ
、
新
潟
地
方
裁
判

所
長
岡
支
部
構
内
）
に
お
間
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

ヶ
！
パ
　
，
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子
ど
も
を
水
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
て
、
水
泳
、
水

遊
び
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

県
や
、
市
町
村
で
は
「
子
ど
も
を
水

か
ら
守
る
運
動
」
を
推
進
し
、
一
般

の
関
心
を
高
め
そ
の
普
及
に
つ
と
め

て
い
ま
す
が
、
学
按
な
ど
の
指
導
以

外
に
こ
ど
も
が
個
人
で
水
泳
を
行
な

う
場
合
に
、
特
に
事
故
が
起
り
や
す

い
も
の
で
、
つ
ぎ
の
点
に
充
分
注
意

し
こ
ど
も
を
水
の
ギ
セ
イ
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

　
水
泳
の
注
意

・
指
定
区
域
外
の
場
所
で
泳
が
な
い

・
健
康
を
害
し
て
い
る
と
き
、
空
腹

時
，
食
事
の
直
後
に
は
泳
が
な
い

・
こ
ど
も
だ
け
で
泳
が
な
い
（
必
ず

父
兄
や
貢
任
の
あ
る
人
と
同
行
）

・
お
ぽ
れ
か
N
っ
た
ら
大
声
で
知
ら

せ
る

・
ボ
ー
ト
や
小
舟
は
危
険
を
と
も
な

う
の
で
充
分
注
意
す
る
．

サ
イ
レ
ン
が
鳴
つ
た
ら

早
め
に
退
避

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
難
の
多

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
当
発
電
所

で
は
、
水
難
防
止
に
万
全
を
期
す
る

た
め
、
昨
年
度
末
に
ダ
ム
放
流
警
報

用
サ
イ
レ
ソ
を
五
箇
所
（
既
設
を
含

め
て
八
箇
所
）
増
設
、
ま
た
警
告
札

を
二
十
箇
所
新
設
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
　
過

日
、
当
所
宮
中
取
水
ダ
ム
よ
り
小
千

谷
に
至
る
信
濃
川
沿
岸
市
町
村
役
場

警
寡
。
各
小
中
学
校
、
そ
の
他
関
係

箇
所
に
バ
ソ
フ
レ
ッ
ト
（
ダ
ム
放
流

警
報
施
設
設
置
箇
所
）
を
配
布
し
て

一
般
の
万
々
へ
の
周
地
徹
底
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
も
早

期
退
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悲
し
い

水
難
事
故
を
防
止
す
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

　
◆
虫
ほ
し

　
上
旬
は
ま
た
つ
ゆ
が
あ
が
り
き
ら

ず
、
む
し
暑
か
っ
た
り
、
時
に
は
底

び
え
の
す
る
よ
う
な
日
も
あ
り
ま
す

天
候
の
定
ま
ら
な
い
と
き
．
か
ぜ
を

ひ
い
た
り
、
小
さ
い
こ
ど
も
さ
ん
が

げ
り
を
お
こ
し
や
す
い
も
の
で
す
。

夏
か
ぜ
は
な
か
な
か
な
お
り
に
く
い

も
の
で
す
か
ら
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ

柔
ノ
●

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
寝
る
と
ぎ
に

必
ず
ハ
ラ
マ
キ
や
パ
ジ
ヤ
マ
式
の
ね

ま
き
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。
汗
を
か
い

た
ら
、
ほ
っ
て
お
か
ず
に
下
着
を
早

目
に
と
り
か
え
る
こ
と
。
こ
れ
は
お

と
な
も
同
じ
こ
と
で
す
。

　
つ
ゆ
が
あ
け
た
ら
早
速
虫
ぽ
し
で

す
．
か
ら
り
と
よ
く
晴
れ
た
日
を
え

ら
ん
で
冬
夜
具
、
た
ん
す
の
中
の
冬

合
物
な
ど
、
す
っ
か
り
と
り
出
し
、

外
に
干
せ
る
も
の
は
、
外
に
家
の
中

で
風
を
通
す
も
の
は
つ
な
を
は
っ
て

十
分
時
間
な
か
け
て
虫
ぽ
し
を
し
ま

し
た
ソ
ー
メ
ソ
と
か
お
茶
づ
け
な
ど

で
す
ま
せ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
で
は

暑
さ
に
対
抗
す
る
体
力
を
さ
さ
え
ら

れ
ま
せ
ん
．

　
こ
の
季
節
で
い
ち
ば
ん
お
そ
ろ
し

い
の
が
食
中
毒
で
す
。
少
し
く
さ
い

が
も
っ
た
い
な
い
…
…
と
い
っ
て
、

き
の
う
の
の
こ
り
も
の
の
煮
物
を
食

べ
た
り
、
く
さ
り
や
す
い
お
か
ず
を

お
弁
当
に
い
れ
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
七

月
は
伝
染
病
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す

日
本
で
は
年
間
七
～
八
万
人
の
伝
染

病
が
発
生
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
七
～
八
月

に
か
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
伝
染
病
の
伝
染
経
路
は
野
菜
、
く

だ
も
の
そ
の
他
の
生
食
品
に
よ
る
も

の
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
患
者
と
の
接

触
、
水
、
器
具
の
順
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
赤
痢
や
疫
痢
は

は
っ
き
り
と
「
大
便
－
口
」
と
し
て

い
ま
す
。
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す
。

　
同
時
に
押
入
れ
な
ど
を
開
け
放
っ

て
風
を
入
れ
、
か
び
が
は
え
て
い
る

よ
う
な
と
こ
ろ
は
熱
い
お
湯
に
家
具

消
毒
剤
を
た
ら
し
（
薬
局
で
よ
く
相

談
す
る
こ
と
）
き
れ
い
に
ふ
き
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
台
所
の
戸
棚
、
物
置
き
，
書
庫
、

本
類
そ
の
他
皮
革
製
品
な
ど
も
一
度

風
を
当
て
た
り
虫
ぽ
し
を
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。
一
日
で
衣
類
も
全

部
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か

ら
、
二
、
三
日
か
け
て
も
＋
分
手
を

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
衣
類
な
ど
は
虫
ぽ
し
が
す
ん
だ
ら

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
防
虫
、
防
湿
剤

を
入
れ
て
密
封
し
て
し
ま
い
重
す
。

　
　
◆
栄
養
、
食
中
毒

　
　
野
菜
も
魚
も
肉
亟
豊
富
た
月
で
す

暑
さ
ま
け
し
な
い
た
め
に
も
変
化
の

あ
る
食
事
を
工
夫
い
た
し
ま
し
ょ
う

と
く
に
脂
肪
　
た
ん
ば
く
質
と
生
の

野
菜
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　
　
高
温
多
湿
の
七
月
は
、
食
欲
も
お

㎜
と
ろ
え
が
ち
で
、
と
か
く
サ
ラ
リ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
か
ら
生
食

　
　
　
　
　
　
　
品
を
食
べ
る
と
き

，
G
　
　
　
　
　
は
、
神
経
質
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
い
に
よ
く
水
で
洗

　
　
　
　
　
　
　
5
こ
と
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
ど
ん
水
を
流

　
　
　
　
　
　
　
し
放
し
に
し
て
洗

　
　
　
　
　
　
　
う
こ
と
が
肝
心
で

す
。
井
戸
水
は
の
ま
な
い
…
…
調
理

道
具
は
常
に
熱
湯
で
消
毒
し
て
使
う

こ
と
…
…
食
前
の
手
洗
い
、
外
出
か

ら
帰
っ
た
ら
よ
く
顔
、
手
、
足
を
洗

う
…
…
．
そ
．
）
し
た
こ
と
が
無
意
識

に
で
き
る
よ
う
習
慣
づ
け
る
こ
と
も

必
要
で
す
．

　
日
本
脳
炎
も
お
も
に
五
～
六
才
の

こ
ど
も
が
か
x
り
、
た
い
へ
ん
危
険

な
伝
染
病
で
す
。
予
防
は
ま
ず
蚊
に

く
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
炎

天
下
で
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
に
遊
ぶ
つ

か
れ
す
ぎ
…
…
な
ど
に
十
分
気
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。
ま
た
単
に
こ
ど
も

ぽ
か
り
で
な
く
、
五
十
才
以
上
の
お

と
な
も
か
か
る
例
が
あ
り
ま
す
。
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